
～薩摩川内市立川内南中学校の取組～

「学校における教師の働き方改革」

薩摩川内市立川内南中学校



■ 働き方改革は、働かない改革でもなく、働かせ改革でもない。

「教育方法改善」による働き方改革が本丸であり、

ひいては、教育の質を向上させる。

川内南中学校の働き方改革のコンセプト（考え方）

■ アイディアを持ち寄り、チャレンジし、皆がワクワクできる

面白い職場、学校を作ろう！

教師が教師でなければできない業務に集中して課題を達成する

ため、今こそ学校・家庭・地域の連携分担が必要である。

■ 教育の概念、学びの在り方、働き方を含めた変革、私たち一人

一人に「働き方に関するアップデート」を起こそう！



■ 働き方改革の考え方

① 「面白い」職場の創造

川内南中学校の取組

お互いの嬉しかったことや
成果を伝え合い、喜び合え
る職場
自らの授業を磨くとともに、
その人間性や創造性を高め、
子供たちに対して効果的な
教育活動を行うこと

② 働き方改革推進のため

の業務改善

③ 「教育方法の改善」に

よる働き方改革こそが本丸





働き方改革コンセプト

①児童生徒の在校時間を短縮して放課後に創造的な余白をつくる
（時程変更や余剰時数の削減など）

業
務
負
担
の
軽
減

業務改善授業改善

⓷教職員が主体的に取り組む業務改善②子どもを自立した学び手へ導く授業改善

薩󠄀摩川内市学力向上プラン

「魅力ある授業」で
子供も笑顔！
教師も笑顔！

子 供 が 見 通 し を も ち 、 学 び を 進 め る 授 業

子 供 が 対 話 を 通 し て 、 学 び を 深 め る 授 業

子供が振り返り、学びの実感を味わう授業

「学習者主体の授業」へ

教師はファシリテーター

教
育
の
質
向
上



ワクワクする面白い職場づくり
合い言葉は「ＷＯＳ」！

Ｗ･･･ワクワクする
Ｏ･･･面白い
Ｓ･･･職場づくり

川内南中学校 働き方改革推進チームのスローガン



業務改善の取組について

授
業
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
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教員間の分担・協力、地域・保護者等の協力による、余白の創出

・ 校長・教頭を含む10人のメンバーでＷＯＳ（ワクワクする面白い学校づくりプロジェクト）発足させ、毎週給
食時間に「給食会議」を実施し、働き方改革の方針を決め、情報共有、意識合わせを実施

・ 「時間予算ワークショップ」で出た意見（80項目のアクション）の実行に向け、推進メンバーで分担し検討
・ 教頭が一人で行っていた戸締りを職員で分担（最後に残る職員や土日に出勤する職員に鍵を預ける）
・ 教師が担っていた振込など現金を扱う銀行業務は、事務職員が担当し、印刷業務は学校主事が担当
・ 教師のみで行っていた下校指導を、地域の方にも協力していただき実施
・ 行事の際の駐車場係は、ＰＴＡや学校主事の協力で実施
・ 校内にコミュニティの場として「川内南中学校美術館」を創設し、その来場者にさつませんだい学校応援団を
案内し加入していただくなどの工夫により、学習支援員が増加

ＩＣＴ活用による業務効率化

・ 予定表をデジタル化し、皆の目に付く職員室入口のモニターに映す形に変更
・ 出欠確認システム導入により、正確な出欠情報を教師が各自確認可能に
・ 全校朝会はＩＣＴを活用した放送で実施するなど、効率的な運営を工夫



会議はラウンド制

１ラウンド 15分
会議の内容によって時間を設定

〇 １ラウンド 15分
〇 ２ラウンド 30分
〇 ３ラウンド 45分

⇒ 設定時間を守る意識をもつことで、
会議の質を高める。



学校校務支援員・さつませんだい学校応援団・地区コミュニ
ティ協議会の活用

■ 学校校務支援員
（1人配置 月15日勤務）

〇 印刷・授業準備補助
〇 配布物の仕分け
〇 掃除・消毒 等

■ さつませんだい学校応援団
（学校ボランティア）

〇 授業の見守り 等

■ 地区コミュニティ協議会
〇 登下校の見守り 等さつませんだい学校応援団による支援の様子



地域を巻き込む取組（川内南中学校美術館）

■ 地域の方が、
川内南中を訪れる
きっかけとなる

■ 地域の方に学校
の様子を伝える

■ 地域の人とつな
がる



授業改善の取組について

授
業
改
善
を
は
じ
め
と
し
た

教
育
の
質
の
向
上

生徒の主体性を引き出し、絆を育む工夫

・ 自由進度学習や学び合いを導入（英語・数学）
・ 掃除を「生徒にゆだねる清掃」への転換。掃除の始まり、終わりに生徒同士でのミーティングを実

施するなど、管理型清掃ではなく生徒が主体的に掃除に取り組めるような工夫を実践
・ 昼休みに全員で遊ぶ日を設定し、絆づくり・仲間づくりを推進
・ 校則規定の見直し

教師間の高め合いによる教育の質の向上への挑戦

・ 互いの授業を見学し合う「ちょっと見週間」及び「ちょこっと授業交流推進月間」をスタートし、教
師同士が授業を見合う、学び合うの取組を促進

・ 各教科の学力向上メソッドを共有
・ 自主課題研修の導入（解決したい課題を教師自ら選択し、課題ごとにチームで取り組む）
・ 市内全校を対象とする研修会を開催し、サポーターによる「授業改善こそ学校の働き方改革の本

丸」の研修を実施



自由進度学習や学び合いの導入について

○ 主体的な学びとなる課題設定

○ 生徒が自らの学びに応じて、グルー
プを作り、個別や協働で課題を解決

○ 思考力・判断力・表現力等を高める
「問い掛け」の工夫



教師は、生徒と単
元の目標を共有し、
学び方を示す。
生徒は、自らの判
断で課題を選び、
できるまで解決に
取り組む。

２年数学「確率」の実践例



生徒には、単元
のゴールが見え
るようにする。

ＱＲコードで解
決のヒントを示
し、生徒は必要
に応じて、自ら
解決する。



学力向上メソッドの共有について

４月に学力向上推進委員会から
提案

教科部会で、学力の課題と対応
策を検討

11・12月の教科部会で、中間
報告と取組の修正



２月の教科部会で、鹿児島学習
定着度調査に向けた取組のまと
め

これからの授業改善について、
「協同的な学び」を推進するた
めの方策をまとめ、全体で共有

Ｒ４ 学力向上メソッドⅠ
知識・技能、基礎学力

Ｒ５ 学力向上メソッドⅡ
思考力・判断力・表現力等



ＩＲ方式によるグループのまとめ

教師同士が授業を見合う・学び合う取組について

研究授業・授業研究の様子



職員研修の充実について
① 自主課題研修

１ 趣 旨

本校職員の一人一人が興味・関心の高い研究内容について、自主的に研究

を進め、その後、グループで研究し、更に深めていく。 研修を通して、各自の指

導力向上に資するとともに、生徒の学力の向上を図る。

３ チームの編成(職員が希望する班へ所属できる)

ア 個別最適な学びチーム カ ＩＣＴ活用チームB

イ 学び合いの充実チーム キ 学習サポートチーム

ウ 自由進度学習チームＡ(数学) ク 家庭学習の充実チーム

エ 自由進度学習チームB(英語)   ケ 絆づくり・仲間づくりチーム

オ ＩＣＴ活用チームＡ ～学びのベースづくり～

コ 事務職員業務効率化チーム

２ 研修テーマ

学ぶことを愛す、自律した学習者の育成

― 学ぶことは、人生一番最高の贅沢な遊びである ―

４ 授業を見合う・学び合う場

■ ちょっと見週間

■ ちょこっと授業交流推進月間

〇 教科、学年問わず、授業の導入部分

のみ、振り返りのみなど、参観したい一

部を参観する。また、支援が必要な生徒

への支援方法の共有をする。



職員研修の充実について
② 振り返りの充実

Ｒ８０（アールエイティー）で研修の振り返り
リフレクション（振り返り）とリストラクチャー
（再構築）のため、８０字で書く。



令和５年度の取組の成果

主な取組実績

教師間の密な協力と地域・
保護者等との連携で、年間の
在校等時間削減を達成

生徒に委ねる学び・活動
や教師同士の高め合い等、
教育の質向上に向けて学校
をあげて挑戦



Ｒ４年度 R4国語 R4社会 R4数学 R4理科 R4英語
川内南中 66.7 66.6 69.4 55 68
鹿児島県 70.4 68.4 70.9 63.2 75.7
県との差 -3.7 -1.8 -1.5 -8.2 -7.7

Ｒ５年度 R5国語 R5社会 R5数学 R5理科 R5英語
川内南中 64.1 75.1 70 62.3 71.8
鹿児島県 65.6 62.3 68.8 66.9 71.4
県との差 -1.5 12.8 1.2 -4.6 0.4

令和５年度 鹿児島学習定着度調査の結果から

現３年生
〔１年生の時の結果〕

〔２年生の時の結果〕

５教科ともに、前年度より向上が見られた。



時間外在校等時間の比較から（Ｒ５．４～12月）

川内南中学校 薩摩川内市立中学校薩摩川内市立
中学校

川内南中学校

【 グラフの見方 】

Ｒ５.4月 － Ｒ４.４月＝３．１時間
（職員平均） （職員平均）



働き方改革の成果の見える化「成果指標アンケートの実施」

★校内研究・学び（成果指標職員アンケート ５～６段階評価 R5.8月とR6.8月の平均比較）

0.03

0.24

0.28
0.17

0.1

0.03

0.1Ｑ16-1 校内研究は、教職員が主体的に改善している。

Ｑ16-2 校内研究は、効率的に行われている。

Ｑ16-3 校内研究は、生徒の実態や教職員の課題意識に
あったテーマで行われている。

Ｑ16-4 私は、校内研究に意欲的に取り組んでいる。

Ｑ16-5 校内研究での取組は、私の教育活動の向上に
つながっている。

Ｑ16-6 校内研究を進めるうえで、私の課題意識や意見
が尊重されている。

Ｑ19 私は、自分の学びのための時間が確保されている。
すべての項目で、前年度より向上が見られた。



働き方改革の成果の見える化「成果指標アンケートの実施」

★仕事の仕方 （成果指標職員アンケート ５～６段階評価 R5.8月とR6.8月の平均比較）

0.03

0.17

0.03Ｑ20-1     仕事をしやすくするために必要な作業を追加したり
不必要な作業を減らしたりする。

Ｑ20-2     仕事を通じて必要な人との関係性を積極的に作るよ
うにしている。

Ｑ20-3     自分の担当する仕事を見つめ直すことによって、よ
りやりがいのある仕事を見立てる。

すべての項目で、前年度より向上が見られた。



働き方改革の成果の見える化「成果指標アンケートの実施」
★業務改善・授業改善 （成果指標職員アンケート ５～６段階評価 R5.8月とR6.8月の平均比較）

0

0.52
0.1

-0.17

0.38

0.24

0.14

0.03Ｑ21-1 働き方改革をすすめるのは、よりよい教育を実現す
るためであるということが強く意識されている。

Ｑ21-2 コロナ禍での対応で、新しい取組へのチャレンジは
躊躇せずに取り組めた。

Ｑ21-3 日頃から、今までの取組をそのまま踏襲するのでは
なく、目的に応じて判断し、行動している。

Ｑ21-4 教務主任や研究主任等のミドルリーダーが中心と
なって、学校の改善を推進している。

Ｑ21-5 ＩＣＴを教育活動や業務において積極的に活用して
いる。

Ｑ21-6 よりよい教育を実現するために、積極的に新しいこ
とにチャレンジしている。

Ｑ21-7 よりよい教育を実現するために取り組むことで、結
果として働き方改革が進んでいるという実感がある。

Ｑ22-1 主体的・対話的で深い学びや探究的な学びが実現で
きている実感がある。

８項目中６項目で、前年度より向上が見られた。




